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Ⅳ 少子化対策  

１．結婚しない理由 

－「出会いの場がないから」が２割超－ 

問１１ 少子化の最大の原因は結婚しない方の増加であると言われていることから，個人の結

婚に対する意識の変化を把握する必要があると考えています。そこで，（独身の方（婚約中

の方，離別又は死別された方を除く。）にお伺いします）。現在，あなたが独身である理由は

何ですか。次の中から，あてはまるものを１つだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※(  )内の数値は,平成21年の調査結果 
※「出会いの場がないから」と「希望を満たす相手がいないから」は，平成21年では「適当な相手にめぐりあわない」。 
※「経済力がないから」と「雇用が安定しないから」は，平成21年では「経済力がない」。 
※「わからない」は，平成21年では「わからない・無回答」。 

 

現在独身の方に，結婚しない理由を聞いたところ，「出会いの場がないから」（22.8％）が２割を

超えて最も高く，次いで，「希望を満たす相手がいないから」（12.1％）が１割台で続いている。 
 

－特に大きな増減はない－ 

前回調査（平成21年）と比べると，特に大きな増減はみられない。 

※ 前回調査の「適当な相手にめぐりあわない」は今回調査の「出会いの場がないから」と「希望を満たす相手がいない

から」を合わせて，また，前回調査の「経済力がない」は今回調査の「経済力がないから」と「雇用が安定しないから」

を合わせて比較した。 

 

－県西で「出会いの場がないから」が３割台半ば－ 

地域別でみると，「出会いの場がないから」は，県西（33.3％）で３割台半ばと最も高くなっている。 
 

－女性で「必要性を感じないから」が男性よりも約６ポイント高い－ 

性別でみると，「必要性を感じないから」は，女性（13.6％）が男性（7.4％）よりも約６ポイン

ト高くなっている。一方，「経済力がないから」は，男性（11.0％）が女性（5.7％）よりも約５ポ

イント高くなっている。 
 

－男性の30代と女性の20代で「出会いの場がないから」が３割台半ば－ 

性・年齢別でみると，「出会いの場がないから」は，男性の30代（36.4％）と女性の20代(34.1％)

で３割台半ばと高くなっている。  

n=(224)  

出会いの場がないから

希望を満たす相手がいないから

必要性を感じないから

経済力がないから

自由や気楽さを失いたくないから

まだ若すぎるから

雇用が安定しないから

仕事（学業）にうちこみたいから

趣味や娯楽を楽しみたいから

異性とうまくつきあえないから

一生結婚するつもりはないから

その他

わからない

　無回答

22.8

12.1 

9.8 (9.4)

8.9 

8.5 (5.9)

5.4 (6.4)

3.6

3.6 (6.4)

3.1 (2.5)

1.8 (2.5)

1.8 (4.5)

1.8 (5.0)

6.3 (9.9)

10.7

0 5 10 15 20 25 (%)

34.9 
（33.2） 

12.5 
（13.4） 



 

－ 49 － 

－労務職で「出会いの場がないから」が３割－ 

職業別でみると，「出会いの場がないから」は，労務職（30.0％）で３割と最も高くなっている。 

 

表Ⅳ １１－１ 結婚しない理由 

（地域別，性別，年齢別，性・年齢別，職業別－上位７項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表Ⅳ １１－２ 結婚しない理由 

（前回調査との比較－上位５項目） 

(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

※「出会いの場がないから」と「希望を満たす相手がいないから」は，平成 21 年では「適当な相手にめぐりあわない」

に相当。 

  

（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 

 

【地域別】 

【性別】 

【性・年齢別】 

【職業別】 

【年齢別】 

男
性 

女
性 

22.8

24.1
16.0
23.1

16.9
33.3

23.5
21.6

30.2
29.5

17.6
13.3

8.0
-

26.7
36.4

24.0
19.0

9.5
-

34.1
22.7

-
-
-
-

20.0
15.4

25.0
-

26.7
30.0

18.8
-

18.8

0 40 80

(224)

(54)
(25)
(26)
(71)
(48)

(136)
(88)

(86)
(44)
(34)
(30)
(25)
(5)

(45)
(22)
(25)
(21)
(21)
(2)

(41)
(22)
(9)
(9)
(4)
(3)

(5)
(26)
(4)
(9)

(86)
(40)
(16)
(2)

(32)

出会いの場がな

いから

全 体

県北
県央
鹿行
県南
県西

男性
女性

20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上

20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上

農林漁業
商工サービス業

自由業
管理職

事務・専門技術職
労務職

学生
主婦

その他の無職

8.9

11.1
16.0

7.7
5.6
8.3

11.0
5.7

9.3
13.6
11.8

6.7
-
-

11.1
18.2
16.0

9.5
-
-
7.3
9.1

-
-
-
-

20.0
11.5

-
-

9.3
7.5
6.3

-
9.4

0 40 80

経済力がないか

ら

9.8

5.6
12.0

7.7
15.5

6.3

7.4
13.6

8.1
9.1

17.6
10.0
8.0

-

8.9
4.5

12.0
4.8
4.8

-
7.3
13.6

33.3
22.2
25.0

-

-
11.5

-
-

15.1
5.0
6.3

-
9.4

0 40 80

必要性を感じな

いから

12.1

3.7
12.0
11.5
15.5
16.7

11.8
12.5

5.8
22.7
23.5

10.0
4.0
-

2.2
18.2

28.0
14.3

4.8
-
9.8

27.3
11.1

-
-
-

20.0
15.4

-
33.3

17.4
5.0

-
-
3.1

0 40 80

希望を満たす相

手がいないから

8.5

5.6
20.0

7.7
8.5
6.3

9.6
6.8

5.8
4.5
2.9

10.0
28.0

20.0

6.7
-
-

9.5
33.3

50.0
4.9
9.1
11.1
11.1

-
-

40.0
3.8
-

11.1
11.6

2.5
6.3

-
9.4

0 40 80

自由や気楽さを

失いたくないか

ら

5.4

7.4
4.0
3.8
5.6
4.2

5.1
5.7

14.0
-
-
-
-
-

15.6
-
-
-
-
-

12.2
-
-
-
-
-

-
3.8
-
-
3.5
5.0

31.3
-
3.1

0 40 80

まだ若すぎるから

3.6

3.7
4.0
7.7

1.4
4.2

4.4
2.3

4.7
4.5
2.9
3.3
-
-

4.4
9.1

4.0
4.8

-
-
4.9

-
-
-
-
-

-
-
-
-
3.5
5.0

-
-
6.3

0 40 80

雇用が安定しな

いから

(%)

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

今回調査（H26） 出会いの場がない
から

希望を満たす相手
がいないから

必要性を感じない
から

経済力がないから 自由や気楽さを失
いたくないから

n=224 22.8 12.1 9.8 8.9 8.5

前回調査（H21) 適当な相手にめぐ
りあわない

経済力がないから 必要性を感じない
から

n=202 33.2 13.4 9.4

まだ若すぎるから／仕事（学業）にう
ちこみたいから

6.4
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２．子どもを持つ年齢 

（１）第１子を望む年齢 

－「20代後半」が約６割－ 

問１２ 第１子を産む（男性の方は第１子が誕生する）のに望ましいと思う，ご自分の年齢（実

際に第１子が誕生した年齢ではありません。）は何歳ですか。次の中から，あてはまるも

のを１つだけ選んでください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

第１子を産むのに望ましい自分の年齢としては，「20代後半」（59.2％）が約６割と最も高く，次

いで，「30代前半」(18.4％)，「20代前半」(15.6％)が１割台で続いている。 

 

－県北で「20代後半」が６割台半ば－ 

地域別でみると，「20代後半」は，県北(63.8％)で６割台半ばと最も高くなっている。 

 

－男性で「30代前半」が女性よりも約12ポイント高い－ 

性別でみると，「30代前半」は，男性(24.1％)が女性(12.6％)よりも約12ポイント高くなってい

る。一方，「20代前半」は，女性(21.0％)が男性（10.5％）よりも約11ポイント高くなっている。 

 

－女性の70歳以上で「20代後半」が約７割－ 

性・年齢別でみると，「20代後半」は，女性の70歳以上（69.8％）で約７割と最も高くなってい

る。 

 

 

全体（ｎ=1,112） 

0.0

15.6 59.2 18.4

1.0

1.4

2.3

2.0

20代前半 
無回答 

20代後半 

40代以上 

10代後半 

30代前半 

30代後半 子どもを持ちたいと 

思わない 

(%) 
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図Ⅳ １２－１ 第１子を望む年齢 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別，居住年数別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

県北 (254)

県央 (183)

鹿行 (92)

県南 (380)

県西 (203)

男性 (564)

女性 (548)

20～29歳 (55)

30～39歳 (54)

40～49歳 (93)

50～59歳 (95)

60～69歳 (165)

70歳以上 (102)

20～29歳 (60)

30～39歳 (68)

40～49歳 (79)

50～59歳 (109)

60～69歳 (126)

70歳以上 (106)

(%) 

20代前半 20代後半 

40代以上 

10代後半 30代前半 30代後半 子どもを 

持ちたいと 

思わない 

地
域
別 

性
別 

性
・
年
齢
別 

男
性 

女
性 

職
業
別 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別 

居
住
年
数
別 

（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 

 

無回答 12.6

15.8

27.2

15.0

15.3

10.5

21.0

12.7

14.8

8.6

8.4

6.1

17.6

25.0

20.6

22.8

22.0

21.4

16.0

12.7

17.5

15.0

12.3

12.4

13.6

12.5

21.3

15.8

6.9

35.1

18.3

19.4

17.2

14.6

11.2

14.3

27.3

21.4

12.9

13.7

15.9

63.8

62.8

51.1

57.9

56.2

57.1

61.3

41.8

51.9

57.0

65.3

58.2

58.8

60.0

51.5

63.3

62.4

57.9

69.8

65.5

59.2

40.0

59.3

62.0

54.5

50.0

59.7

58.9

49.2

51.4

68.3

58.1

70.7

60.9

47.4

35.7

27.3

52.4

47.1

61.5

60.9

15.0

16.9

13.0

21.3

21.2

24.1

12.6

36.4

18.5

30.1

18.9

25.5

17.6

13.3

16.2

11.4

11.9

15.1

8.5

12.7

17.5

20.0

19.8

20.8

22.0

31.3

14.5

18.2

30.0

10.8

10.8

16.1

11.2

17.6

30.2

42.9

36.4

16.7

31.4

20.3

16.3

1.2

3.3

0.5

1.5

1.1

0.9

7.4

1.1

1.0

7.4

5.0

2.0

2.3

0.5

0.5

6.2

0.8

0.2

0.9

4.8

1.1

1.6

2.2

1.3

1.5

2.0

0.9

2.1

3.6

2.9

0.9

2.4

0.9

5.5

5.0

3.7

2.3

1.9

3.2

0.9

2.4

0.9

1.4

0.5

1.8

3.5

1.1

2.2

2.1

2.5

3.2

1.5

5.5

5.6

2.2

3.2

3.6

1.0

1.7

1.5

2.5

1.8

1.6

3.3

5.0

3.7

1.6

4.5

6.3

0.5

2.9

6.2

1.8

7.8

7.1

9.1

2.4

7.1

2.2

1.8

2.4

1.1

3.3

1.8

2.0

2.1

1.8

3.6

1.9

1.1

2.1

3.0

1.0

2.9

0.9

1.6

4.7

3.6

2.5

10.0

1.2

1.2

3.0

1.4

1.9

1.5

2.7

1.7

3.2

2.4

1.7

2.4

1.6

2.3

(%)

農林漁業 (55)

商工サービス業 (120)

自由業 (20)

管理職 (81)

事務・専門技術職 (250)

労務職 (132)

学生 (16)

主婦 (221)

その他の無職 (209)

独身期 (130)

家族形成・成長前期 (74)

家族成長中期 (120)

家族成長後期 (62)

家族成熟期 (116)

高齢期 (494)

その他 (116)

3 年未満 (14)

3 ～4 年 (11)

5 ～9 年 (42)

10～19年 (70)

20～29年 (182)

30年以上 (793)



 

－ 52 － 

（２）第１子を持った年齢 

－「20代後半」が４割超－ 

問１３ （お子さんをお持ちの方にお伺いします。）実際に第１子が生まれた時のご自分の年齢

は何歳ですか。次の中から，あてはまるものを１つだけ選んでください。 

 

 

 

 
 

 

子どもがいる方に，実際に第１子が生まれた時の自分の年齢を聞いたところ，「20代後半」（42.4％）

が４割を超えて最も高く，次いで，「20代前半」(27.5％)，「30代前半」（20.0％）が２割台で続い

ている。 

 

－鹿行で「20代前半」が３割台半ば－ 

地域別でみると，「20代前半」は，鹿行(36.4％)で３割台半ばと最も高くなっている。 

 

－女性で「20代前半」が男性よりも約14ポイント高い－ 

性別でみると，「20代前半」は，女性（34.5％）が男性（20.1％）よりも約14ポイント高くなっ

ている。一方，「30代前半」は，男性(24.5％)が女性(15.7％)よりも約９ポイント高くなっている。 

 

全体（ｎ=556） 

1.6

27.5 42.4 20.0 5.8

1.8

0.9

20代前半 無回答 20代後半 

40代以上 10代後半 

30代前半 

30代後半 

(%) 
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図Ⅳ １３－１ 第１子を持った年齢 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別，居住年数別） 

 

 

 

 

 

  

（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 

 

20代前半 20代後半 
40代以上 

10代後半 30代前半 30代後半 

地
域
別 

性
別 

性
・
年
齢
別 

男
性 

女
性 

職
業
別 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別 

居
住
年
数
別 

県北 (120)

県央 (90)

鹿行 (44)

県南 (200)

県西 (102)

男性 (269)

女性 (287)

20～29歳 (8)

30～39歳 (29)

40～49歳 (62)

50～59歳 (52)

60～69歳 (72)

70歳以上 (46)

20～29歳 (18)

30～39歳 (42)

40～49歳 (59)

50～59歳 (68)

60～69歳 (52)

70歳以上 (48)

農林漁業 (29)

商工サービス業 (68)

自由業 (9)

管理職 (50)

事務・専門技術職 (123)

労務職 (66)

学生 （０）

主婦 (128)

その他の無職 (80)

独身期 (1)

家族形成・成長前期 (63)

家族成長中期 (120)

家族成長後期 (50)

家族成熟期 (80)

高齢期 (214)

その他 (28)

3 年未満 (3)

3 ～4 年 (3)

5 ～9 年 (27)

10～19年 (40)

20～29年 (71)

30年以上 (412)

2.5

2.3

0.5

3.9

1.1

2.1

25.0

1.6

5.6

4.8

3.4

1.9

3.4

1.5

2.0

0.8

1.5

2.3

1.3

6.3

1.7

2.0

1.3

0.5

7.4

2.8

1.2

24.2

30.0

36.4

27.5

25.5

20.1

34.5

62.5

24.1

8.1

23.1

23.6

17.4

50.0

35.7

25.4

36.8

36.5

33.3

31.0

32.4

33.3

22.0

26.0

27.3

30.5

22.5

100.0

31.7

20.8

20.0

41.3

28.0

14.3

33.3

29.6

20.0

32.4

27.4

45.0

45.6

40.9

44.5

33.3

42.0

42.9

12.5

44.8

45.2

28.8

41.7

56.5

44.4

40.5

32.2

45.6

44.2

52.1

31.0

41.2

44.4

46.0

37.4

43.9

43.0

50.0

38.1

40.8

42.0

46.3

48.1

7.1

33.3

33.3

37.0

45.0

42.3

42.7

20.8

16.7

13.6

20.0

24.5

24.5

15.7

27.6

19.4

38.5

25.0

17.4

19.0

25.4

13.2

11.5

14.6

17.2

17.6

11.1

24.0

24.4

15.2

18.8

21.3

22.2

27.5

26.0

10.0

17.8

17.9

66.7

33.3

11.1

27.5

18.3

19.7

5.0

6.7

4.5

4.0

9.8

8.2

3.5

3.4

21.0

1.9

6.9

4.3

10.2

2.9

3.8

10.3

5.9

4.0

8.9

7.6

3.1

3.8

1.6

5.8

8.0

1.3

3.3

42.9

7.4

7.5

1.4

6.3

2.5

1.1

2.5

1.0

3.0

0.7

4.8

5.8

1.4

2.2

1.7

1.9

3.4

1.5

2.0

1.6

3.0

1.6

1.3

2.5

1.4

14.3

3.7

2.8

1.7

2.3

1.0

2.0

1.1

0.7

1.9

1.4

2.2

1.7

1.5

3.4

11.1

0.8

1.5

0.8

0.8

2.0

0.9

3.6

3.7

1.0

(%) 

無回答 
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（３）理想の数の子どもを持てない（予定しない）理由 

－「子育てのための経済的負担が大きいから」が５割台半ば－ 

問１４ （理想のお子さんの数よりも，実際の（または予定している）お子さんの数の方が少

ない方にお伺いします。）理想の数のお子さんを持てない（または予定しない）のは，ど

のような理由からですか。次の中から，あてはまるものを３つまで選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※(  )内の数値は,平成21年の調査結果 

※「欲しいけれども妊娠しないから」は，平成21年では選択肢になし。 

※「パートナーの子育てへの協力がないから」は，平成21年では「夫の子育てへの協力がないから」。 

※「わからない」は，平成21年では「わからない・無回答」。 

 

理想の数の子どもを持てない理由について，理想の子どもの数よりも実際の（または予定してい

る）子どもの数が少ない方に聞いたところ，「子育てのための経済的負担が大きいから」（54.4％）

が５割台半ばと最も高くなっている。次いで，「仕事と子育ての両立が難しいから」（33.2％）と「子

育てのための肉体的・精神的負担が大きいから」（30.0％）が３割台で続いている。 
 

－「子育てのための経済的負担が大きいから」が約７ポイント減少－ 

前回調査（平成21年）と比べると，「子育てのための経済的負担が大きいから」が約７ポイント

減少している。 
 

－県央で「子育てのための経済的負担が大きいから」が７割超－ 

地域別でみると，「子育てのための経済的負担が大きいから」は，県央(71.4％)で７割を超えて

最も高くなっている。 
 

－鹿行で「仕事と子育ての両立が難しいから」が４割超－ 

地域別でみると，「仕事と子育ての両立が難しいから」は，鹿行（42.1％）で４割を超えて最も

高くなっている。 
 

－男性で「子育てのための経済的負担が大きいから」が女性よりも約11ポイント高い－ 

性別でみると，「子育てのための経済的負担が大きいから」は，男性（60.1％）が女性（49.2％）

よりも約11ポイント高くなっている。 
 

－女性で「仕事と子育ての両立が難しいから」が男性よりも約10ポイント高い－ 

性別でみると，「仕事と子育ての両立が難しいから」は，女性（37.9％）が男性（28.2％）より

も約10ポイント高くなっている。特に女性の20代（60.0％）で６割と高くなっている。 

n=(340)  

子育てのための経済的負担が大きいから

仕事と子育ての両立が難しいから

子育てのための肉体的・精神的負担が大きいから

子どもを取り巻く社会環境に不安があるから

欲しいけれども妊娠しないから

高年齢のため、出産・子育てが難しいから

パートナーの子育てへの協力がないから

少ない子どもを手間をかけて育てたいから

子育てより自分たちの生活を楽しみたいから

子どもが嫌いだから

その他

わからない

0

54.4 (61.5)

33.2 (29.9)

30.0 (36.1)

18.5 (18.1)

14.7 

10.9 (14.0)

7.1 (6.2)

4.7 (4.9)

3.2 (2.2)

0.6 (0.5)

4.4 (12.9)

7.6 (7.5)

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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－男性の50代と60代で「子育てのための経済的負担が大きいから」が６割台後半－ 

性・年齢別でみると，「子育てのための経済的負担が大きいから」は，男性の50代(66.7％)と60

代（69.8％）で６割台後半と高くなっている。 
 

図Ⅳ １４－１ 理想の数の子どもを持てない（予定しない）理由 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別－上位７項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅳ １４－２ 理想の数の子どもを持てない（予定しない）理由 

（前回調査との比較－上位５項目） 
 

(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

※「欲しいけれども妊娠しないから」は，平成 21 年では選択肢になし。  

【地域別】 

【性別】 

【性・年齢別】 

【職業別】 

男
性 

女
性 

全 体

県北

県央

鹿行

県南

県西

男性

女性

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

農林漁業

商工サービス業

自由業

管理職

事務・専門技術職

労務職

学生

主婦

その他の無職

54.4

43.8

71.4

50.0

55.7

52.9

60.1

49.2

63.6

50.0

53.8

66.7

69.8

53.7

40.0

53.3

56.0

59.4

51.2

31.3

64.0

59.5

33.3

47.8

64.2

62.9

-

45.8

50.0

0 40 80

(340)

(80)

(56)

(38)

(115)

(51)

(163)

(177)

(11)

(18)

(26)

(24)

(43)

(41)

(15)

(30)

(25)

(32)

(43)

(32)

(25)

(37)

(3)

(23)

(67)

(35)

(1)

(83)

(64)

子育てのための

経済的負担が大

きいから

（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 

 

33.2

31.3

33.9

42.1

33.0

29.4

28.2

37.9

36.4

22.2

23.1

33.3

32.6

24.4

60.0

40.0

20.0

34.4

32.6

50.0

44.0

29.7

-

26.1

46.3

25.7

-

31.3

28.1

0 40 80

仕事と子育ての

両立が難しいか

ら

14.7

12.5

14.3

18.4

11.3

23.5

14.7

14.7

9.1

16.7

26.9

8.3

11.6

14.6

13.3

6.7

20.0

21.9

18.6

6.3

16.0

5.4

33.3

30.4

11.9

11.4

-

14.5

17.2

0 40 80

欲しいけれども

妊娠しないから

10.9

10.0

10.7

13.2

13.0

5.9

11.0

10.7

-

16.7

19.2

20.8

4.7

7.3

6.7

3.3

40.0

3.1

9.3

6.3

4.0

10.8

33.3

8.7

10.4

20.0

-

10.8

7.8

0 40 80

高年齢のため、

出産・子育てが

難しいから

30.0

26.3

37.5

31.6

30.4

25.5

28.8

31.1

9.1

22.2

30.8

45.8

34.9

19.5

20.0

46.7

28.0

37.5

23.3

28.1

28.0

32.4

33.3

21.7

34.3

25.7

-

34.9

23.4

0 40 80

子育てのための

肉体的・精神的

負担が大きいか
ら

18.5

18.8

12.5

13.2

20.9

23.5

23.9

13.6

27.3

16.7

15.4

20.8

30.2

26.8

13.3

13.3

8.0

12.5

18.6

12.5

20.0

27.0

-

26.1

17.9

14.3

-

9.6

26.6

0 40 80

子どもを取り巻

く社会環境に不

安があるから

7.1

7.5

12.5

7.9

4.3

5.9

3.7

10.2

-

5.6

3.8

4.2

4.7

2.4

33.3

16.7

12.0

9.4

4.7

-

-

13.5

-

-

9.0

11.4

-

8.4

3.1

0 40 80

パートナーの子

育てへの協力が

ないから

(%)

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

今回調査（H26） 子育てのための経

済的負担が大きい
から

仕事と子育ての両

立が難しいから

子育てのための肉

体的・精神的負担
が大きいから

子どもを取り巻く

社会環境に不安が
あるから

欲しいけれども妊

娠しないから

n=340 54.4 33.2 30.0 18.5 14.7

前回調査（H21） 子育てのための経

済的負担が大きい
から

子育てのための肉

体的・精神的負担
が大きいから

仕事と子育ての両

立が難しいから

子どもを取り巻く

社会環境に不安が
あるから

高年齢のため、出

産・子育てが難し
いから

n=371 61.5 36.1 29.9 18.1 14.0
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３．少子化対策で今後力を入れてほしいこと 

－「若者の就労を支援し，結婚の前提となる経済的自立を促進する」が約４割－ 

問１５ 少子化対策として，今後どのような面に力を入れてほしいと思いますか。次の中から，

あてはまるものを３つまで選んでください。 

 

 

 

 
 

 

少子化対策として，今後力を入れてほしいこととしては，「若者の就労を支援し，結婚の前提と

なる経済的自立を促進する」(39.5％)が約４割と最も高く，次いで，「児童手当の拡充や保育料の

軽減など，経済的支援を拡充する」（35.5％），「保育所や幼稚園などの子どもを預かる施設を増や

す」(33.2％)が３割台半ばで続いている。 

  

n=(1,112)  

若者の就労を支援し、結婚の前提となる

経済的自立を促進する

児童手当の拡充や保育料の軽減など、

経済的支援を拡充する

保育所や幼稚園などの子どもを預かる施設を増やす

残業の縮減や休暇の取得促進など、子育て中の

夫婦がともに働き続けられるよう職場環境改善を

働きかける

出産・子育てによる一時的な離職からの再就職支援

を拡充する

出会いの場の創出など、結婚支援を充実させる

一時保育、病児・病後児保育、保育ママなど、

多様な預かりの場を増やす

子どもが安心して医療機関にかかれる体制を

整備する

子育てに困ったときに相談したり、情報が得られる

場所を増やす

不妊治療の相談体制、治療費助成など

妊娠支援を拡充する

周産期医療体制整備など、妊娠・出産支援を

拡充する

家庭での家事・育児援助(ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ

など) を充実する

子育て相談やサークルなど、子育て広場や児童館で

の親子を対象とした子育て支援事業を充実させる

その他

わからない

　無回答

39.5

35.5

33.2

26.6

20.9

19.6

15.5

13.8

12.9

12.1

5.2

4.7

4.5

1.6

6.0

0.4

0 10 20 30 40 50
(%)
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－県西で「児童手当の拡充や保育料の軽減など，経済的支援を拡充する」が，県南で「若者の就労

を支援し，結婚の前提となる経済的自立を促進する」が４割台半ば－ 

地域別でみると，「児童手当の拡充や保育料の軽減など，経済的支援を拡充する」は県西(45.8％)

で，「若者の就労を支援し，結婚の前提となる経済的自立を促進する」は県南(45.3％)で，それぞ

れ４割台半ばと最も高くなっている。また，「保育所や幼稚園などの子どもを預かる施設を増やす」

は，県南(39.7％)で約４割と最も高くなっている。 

 

－女性で「残業の縮減や休暇の取得促進など，子育て中の夫婦がともに働き続けられるよう職場環

境改善を働きかける」が男性よりも約５ポイント高い－ 

性別でみると，「残業の縮減や休暇の取得促進など，子育て中の夫婦がともに働き続けられるよ

う職場環境改善を働きかける」は，女性(29.2％)が男性(24.1％)よりも約５ポイント高くなってい

る。一方，「児童手当の拡充や保育料の軽減など，経済的支援を拡充する」は，男性(37.9％)が女

性(33.0％)よりも約５ポイント高くなっている。 

 

－40代で「児童手当の拡充や保育料の軽減など，経済的支援を拡充する」が約５割－ 

年齢別でみると，「児童手当の拡充や保育料の軽減など，経済的支援を拡充する」は，40代（50.6％）

で約５割と最も高くなっている。 

 

－その他の無職と商工サ－ビス業で「若者の就労を支援し，結婚の前提となる経済的自立を促進す

る」が約５割－ 

職業別でみると，「若者の就労を支援し，結婚の前提となる経済的自立を促進する」は，その他

の無職（48.3％）と商工サ－ビス業（47.5％）で約５割と高くなっている。 
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図Ⅳ １５－１ 少子化対策で今後力を入れてほしいこと 

（地域別，性別，年齢別，性・年齢別，職業別－上位７項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅳ １５－２ 少子化対策で今後力を入れてほしいこと 

（前回調査との比較－上位５項目） 

(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「若者の就労を支援し，結婚の前提となる経済的自立を促進する」，「出産・子育てによる一時的な離職からの再就職支

援を拡充する」は，平成 21 年では選択肢になし。 

※「残業の縮減や休暇の取得促進など，子育て中の夫婦がともに働き続けられるよう職場環境改善を働きかける」は，平

成 21 年では「残業の縮減や休暇の取得促進など，企業に対し職場環境改善を働きかける」。  

【地域別】 

【性別】 

【性・年齢別】 

【職業別】 

【年齢別】 

男
性 

女
性 

（注）回答者数が30人未満の層では分析ではふれていない場合がある。 

 

39.5

39.4
36.1
32.6

45.3
35.0

41.3
37.6

32.2
29.5
32.0

44.1
45.7
42.3

30.9
27.8
30.1

47.4
44.8

52.9
33.3
30.9
34.2
41.3
46.8

32.1

34.5
47.5

30.0
45.7

35.6
28.8

37.5
37.6

48.3

0 40 80

(1,112)

(254)
(183)
(92)

(380)
(203)

(564)
(548)

(115)
(122)
(172)
(204)
(291)
(208)

(55)
(54)
(93)
(95)

(165)
(102)
(60)
(68)
(79)

(109)
(126)
(106)

(55)
(120)
(20)
(81)

(250)
(132)
(16)

(221)
(209)

若者の就労を支

援し、結婚の前

提となる経済的
自立を促進する

全 体

県北
県央
鹿行
県南
県西

男性
女性

20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上

20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70歳以上

農林漁業
商工サービス業

自由業
管理職

事務・専門技術職
労務職

学生
主婦

その他の無職

26.6

24.4
30.1

21.7
31.3

19.7

24.1
29.2

28.7
23.8
26.7
27.5
28.9

23.1

21.8
14.8

28.0
27.4
24.2
23.5

35.0
30.9

25.3
27.5

34.9
22.6

25.5
30.0

15.0
32.1
29.6

23.5
25.0
27.1

21.1

0 40 80

残業の縮減や休

暇の取得促進な

ど、子育て中の
夫婦がともに働

き続けられるよ

う職場環境改善

を働きかける

33.2

28.3
32.2
32.6
39.7

28.1

34.2
32.1

34.8
23.8

34.3
34.8
35.1
32.7

30.9
25.9

35.5
38.9
35.8
32.4
38.3

22.1
32.9
31.2
34.1
33.0

34.5
26.7

20.0
38.3
40.4

29.5
31.3
31.2
32.5

0 40 80

保育所や幼稚園

などの子どもを

預かる施設を増
やす

35.5

31.5
38.3

22.8
34.5

45.8

37.9
33.0

41.7
40.2

50.6
36.8

29.6
24.0

45.5
40.7

53.8
34.7
33.9

27.5
38.3
39.7
46.8

38.5
23.8
20.8

29.1
38.3

30.0
44.4
42.0
42.4

37.5
27.6
29.7

0 40 80

児童手当の拡充

や保育料の軽減

など、経済的支
援を拡充する

20.9

22.4
26.2

18.5
18.9
18.7

18.8
23.0

13.9
23.8
20.9
25.0

21.0
18.8

5.5
22.2

17.2
23.2
20.6
18.6
21.7
25.0
25.3
26.6

21.4
18.9

23.6
20.0
20.0
18.5
18.4
17.4

12.5
27.6

20.6

0 40 80

出産・子育てに

よる一時的な離

職からの再就職
支援を拡充する

19.6

22.0
18.0

33.7
14.2

21.7

21.6
17.5

15.7
18.9

12.2
20.1
21.0
26.0

20.0
27.8

9.7
20.0
24.8
26.5

11.7
11.8
15.2
20.2

15.9
25.5

20.0
15.8
20.0

14.8
21.2
18.2
25.0

15.8
25.4

0 40 80

出会いの場の創

出など、結婚支

援を充実させる

15.5

16.1
22.4

9.8
15.5

10.8

10.6
20.4

11.3
19.7
16.9
17.2
17.2

10.1

3.6
14.8

10.8
12.6
12.7

6.9
18.3
23.5
24.1
21.1
23.0

13.2

5.5
15.0

5.0
17.3
15.6

11.4
12.5

24.4
11.0

0 40 80

一時保育、病児・

病後児保育、保

育ママなど、多
様な預かりの場

を増やす

(%)

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

今回調査（H26） 若者の就労を支援

し、結婚の前提と

なる経済的自立を

促進する

児童手当の拡充や

保育料の軽減な

ど、経済的支援を

拡充する

保育所や幼稚園な

どの子どもを預か

る施設を増やす

残業の縮減や休暇

の取得促進など、

子育て中の夫婦が

ともに働き続けら

れるよう職場環境

改善を働きかける

出産・子育てによ

る一時的な離職か

らの再就職支援を

拡充する

n=1,112 39.5 35.5 33.2 26.6 20.9

前回調査（H21） 児童手当の拡充や

保育料の軽減な

ど、経済的支援を

拡充する

保育所や幼稚園な

どの子どもを預か

る施設を増やす

安心して医療機関

にかかれる体制を

整備する

子育てに困ったと

きに相談したり、

情報が得られる場

所を増やす

残業の縮減や休暇

の取得促進など、

企業に対し職場環

境改善を働きかけ

る

n=1,110 46.1 39.1 30.5 22.8 20.8


